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本
書
は
、一
九
三
〇
年
代
に
東
京
市
を
中
心
に
行
わ
れ
た

伊
勢
神
宮
参
拝
を
主
な
目
的
と
し
た
小
学
校
児
童
の
修
学
旅
行（
参
宮
旅
行
）を

研
究
対
象
に
、そ
の
拡
大
か
ら
終
焉
ま
で
の
構
造
を
と
ら
え
、

「
大
正
新
教
育
」の
実
践
が
波
及
し
て
い
た
一
九
二
〇
年
代
以
降
の

実
践
場
面
に
お
け
る
教
育
的
意
味
を
検
証
す
る
！

一
九
三
〇
年
代
後
半
、東
京
で
は
九
割
を
超
え
る
学
校
、一
〇
万
人

を
超
え
る
児
童
が
伊
勢
神
宮
を
参
拝
し
た
と
い
う
。こ
の
東
京
市
に

お
け
る
参
宮
旅
行（
修
学
旅
行
）を
素
材
に
し
て
、天
皇
制
と
教
育
の
問

題
に
迫
っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。「
国
家
統
制
」や「
国
民
動
員
」と
い

っ
た
従
来
の
分
析
枠
組
み
を
超
え
て
、実
施
す
る
側（
地
方
当
局
や
教
育

会
）の
主
体
性
を
分
析
対
象
に
据
え
、一
九
三
〇
年
代
の
近
代
性
や
東

京
の
都
市
性
の
観
点
も
絡
め
な
が
ら
捉
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
本

書
の
特
徴
が
あ
る
。「
娯
楽
・
消
費
・
観
光
」な
ど
の
旅
行
の
側
面
、「
家

族
」や
大
正
自
由
教
育
と
の
関
係
に
も
光
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、時

代
背
景
を
織
り
込
ん
だ
研
究
の
拡
が
り
と
奥
行
き
も
感
じ
ら
れ
る
。

参
宮
旅
行
シ
ス
テ
ム
の
生
成
か
ら
拡
大
・
終
焉
に
至
る
過
程
と
そ
の

構
造
を
明
ら
か
に
し
た
学
術
的
な
意
義
は
大
き
い
。

加
え
て
、「
な
ぜ
伊
勢
に
行
く
の
か
」「
何
を
学
ん
だ
の
か
」「
ど
の
よ

う
に
学
ん
だ
の
か
」と
い
う
教
育
の
目
的
・
内
容
・
方
法
、さ
ら
に
そ

の
効
果
に
至
る
、実
践
場
面
に
お
け
る「
教
育
的
意
味
」の
解
明
に
ま

で
射
程
を
拡
げ
た
力
作
で
あ
る
。天
皇
制
教
育
の
起
動
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
一
端
を
精
密
に
解
明
し
た
本
書
は
、政
治
が
学
校
教
育
に
深
く
踏

み
込
む
現
代
の
教
育
を
批
判
的
に
読
み
解
く
上
で
有
効
で
あ
る
。ぜ

ひ
多
く
の
方
々
に
手
に
取
っ
て
欲
し
い
。

山
田
恵
吾（
埼
玉
大
学
）

明
治
維
新
以
降
の
近
代
国
家
形
成
の
過
程
で
、皇
族
に

よ
る
伊
勢
神
宮
参
拝
が
励
行
さ
れ
、政
府
・
官
僚
を
は
じ
め

一
般
国
民
の
参
拝
が「
臣
民
と
し
て
の
義
務
」化
が
進
む
流
れ

の
な
か
に
あ
っ
て
、一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
は
鉄
道
網
の

発
達
や
旅
行
文
化
が
形
成
さ
れ
、盛
ん
に「
参
宮
旅
行
」が

行
わ
れ
た
。

「
六
か
年
教
育
の
最
後
の
仕
上
げ
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
、

主
に
三
・
四
日
の
行
程
で
実
施
、鉄
道
省
に
よ
る
鉄
道
運
賃

割
引
（
参
加
児
童
の
二
割
を
無
償
）
の
活
用
や
各
区
な
ど
か
ら
も

補
助
金
（
貧
困
児
童
へ
の
配
慮
）
を
得
る
に
至
り
、
参
加
者
は

ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
一
〇
万
人
に
達
し
た
。

し
か
し
一
方
で
、一
九
四
〇
年
前
後
か
ら
旅
行
規
制（
団
体

取
り
扱
い
の
廃
止
）や
陸
軍
の
演
習
に
伴
い
、学
徒
動
員
体
制
の

確
立
と
国
策
重
点
輸
送
へ
の
協
力
を
強
い
ら
れ
て
行
く
…
…
。

参
宮
旅
行
は
、神
社
側
に
は「
尊
皇
愛
国
」の
信
念
を
養
成

す
る
目
的
が
あ
り
、
一
方
の
教
育
現
場
で
は
教
科
書
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。東
京
市
で
は
、「
訓
育
」「
訓
練
」の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、旅
行
先
の
見
聞
を
ひ
ろ
め
る
と
共
に
、

修
身
科
を
は
じ
め
、歴
史
・
地
理
・
算
術
の
学
習
に
役
立
つ

よ
う
、
事
前
の
調
査
・
研
究
・
計
画
・
旅
費
の
計
算
な
ど

幅
広
い
学
習
目
的
を
考
慮
し
て
い
た
。

「
伊
勢
参
宮
旅
行
」と

「
帝
都
」の

子
ど
も
た
ち

推
薦
し
ま
す
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